
（お知らせ）                                            

 令和５年８月２５日 

防 衛 省 

 

 

新型ＦＦＭ（護衛艦）に係る調達の相手方の決定について 

 

 

 令和６年度以降の新型ＦＦＭに係る調達の相手方については、公募により企画提

案を募り、新型ＦＦＭの設計・建造能力を有すると評価した者と企画提案契約を締

結し、契約に基づき提出された企画提案書について評価を実施してまいりましたが、

本日、下記のとおり調達の相手方を決定しましたので、お知らせします。 

  

１．調達の相手方 

（１）主契約者：三菱重工業㈱ 

（２）下請負者：ジャパン マリンユナイテッド㈱ 

 

２．選定理由 

○ ジャパン マリンユナイテッド㈱及び三菱重工業㈱の企画提案書には、提案

を要求したすべての項目に記載があることを確認した。 

○ 第１段階評価においては、各社の提案に対し、すべての必須要求事項につい

て評価基準を満たすか否かを防衛省側で評価し、その結果、各社いずれの提案

もこれを満たした。 

○ 第２段階評価においては、各社の提案に対し、予め提示した「高度な艦艇

設計・建造」、「搭載装備品などに係る関連企業の管理能力」、「設計から

維持整備までの一元管理能力」の観点から総合的な評価を行い、これらの評

価点の合計が最も高かった三菱重工業㈱を主契約者、２番目に高かったジャ

パン マリンユナイテッド㈱を下請負者として選定した。 

 

３．その他 

○ 調達の相手方決定までの経緯 

令和５年 １月２５日（水）「新型ＦＦＭに係る企画提案契約」に参加する

企業を募集（公募） 

３月３１日（金） ジャパン マリンユナイテッド㈱及び三菱重工

業㈱と企画提案契約を締結 

６月１５日（木） 各社から企画提案書を受領 

８月２５日（金） 新型ＦＦＭに係る調達の相手方を決定 

○ 今後、所定の手続を経て、「基本設計に係る基礎資料の作成」契約を締結し、     

令和６年度以降に建造契約を締結予定。 

 



令和５年 １月２５日 ｢新型ＦＦＭに係る企画提案契約｣に参加する企業を募集

令和５年 ３月３１日 ジャパン マリンユナイテッド㈱及び三菱重工業㈱と企画提案契約を締結

６月１５日 各社から企画提案書を受領

○ 新型ＦＦＭは、より多様な任務に対応しつつ船体のコンパクト化・省人化を
目指した護衛艦であり、現行ＦＦＭより能力を向上

○ 新型ＦＦＭの建造に当たり、企業から優れた提案を募る企画提案方式を採用
○ 企画提案書を、以下の観点から総合的に評価した結果、
三菱重工業(株)を主契約者、
ジャパン マリンユナイテッド(株)を下請負者として選定 三菱重工業㈱を下請け者として選定
① 高度な艦艇設計・建造
② 搭載装備品などに係る関連企業の管理能力
③ 設計から維持整備までの一元管理能力
④ 建造経費

１．概 要

２．企画提案契約の経緯

新型ＦＦＭに係る調達の相手方の決定について

＜企画提案方式とは＞

• 防衛省から、取得予定艦艇の目標価格と要求性能等
を示し、提出された企画提案書を評価し、最も優れ
た企画提案を採用する。

• 企画提案を採用された者（１位者）は、取得予定艦
艇の設計及び建造の主契約者（随意契約）となる。

• 企画提案で次点となった者（２位者）に、提案を採
用された者の下請負者として設計に関わらすと共に
一定隻数を建造させる。

提案された新型ＦＦＭ
（イメージ）



事前に作成した評価基準書に基づき評価を実施
評価結果に対しては、重層的な審査を実施

３．各段階評価に際しての公正性、透明性の確保に係る配慮事項

企画提案書の評価要領及び評価結果について

段 階 評価要領

第１段階評価 提案に対し、すべての「必須要求事項」について評価基準を満たすか否かを評価
１項目でも評価基準を満たさないものがある提案は選外

第２段階評価 必須要求事項をすべて満たす提案が複数ある場合に実施
提案要求事項については、加算方式で評価

１．段階評価の実施要領

段 階 評価結果
第１段階評価 ２社の提案とも、すべての「必須要求事項」について評価基準を満足

第２段階評価

各社の提案に対し、予め提示した「高度な艦艇設計・建造」、「搭載装備品などに係る関連
企業の管理能力」、「設計から維持整備までの一元管理能力」の観点から総合的な評価を
行い、これらの評価点の合計が最も高かった三菱重工業㈱を主契約者、２番目に高かった
ジャパン マリンユナイテッド㈱を下請負者として選定

２．段階評価の実施結果



三菱重工業(株)の提案概要

基準排水量 約４，８８０ トン

全 長 約１４２ ｍ

最大幅 約１７ ｍ

最大速力 ３０ノット以上

機関形式
CODAＧ 形式
ＧＴ主機×１
ＤＥ主機×２

６２口径５インチ砲

多機能レーダ

ＶＬＳ(垂直発射装置)

複合通信空中線

ミサイル管制装置

VDS(可変深度ソーナー)
TASS(えい航式パッシブソーナー)

多機能ソーナー

水上発射管

UUV(水中無人機)
USV(水上無人機)

対艦ミサイル
発射装置

SeaRAM(対艦ミサイル
防御装置)

デコイ発射装置 戦術データリンク

回転翼哨戒機
光学複合センサ

UAV
(飛翔型センサ)簡易型機雷

敷設装置


